
学 年 教科等 単元名 日  時 

第４学年 社会科 節電ってする必要あるの？ 令和元年６月１３日(木)５校時 

本時に 

おける 

｢深い学び｣ 

「節電をする意味」について、持続可能な社会を生きるために，自分の考えを文章に表現することが、本
時の狙いになります。そのために、「節電をこれ以上する必要があるか」と問い、「スケールチャート」を利
用して立場を明確にして話し合わせるようにする。その際、出てきた根拠を類型化しながら板書し、様々な
見方・考え方に触れさせ、「節電をする必要性」について見つめ直しを行う。その後、電気とのよりよい付き
合い方を見つめ直し，自分の生活のあり方を考える過程の中に、深い学びは生じるはずです。 

自分の考えを見つめ直し，再構成していくために（その１） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

｢自分の考えを見つめ直し，再構成していくために（その２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

子どもの反応及び意識の高まり 

 スケールチャートを利用することで、立場を明確にすることができ、相手意識を

よりもって意見交流を行うことができた。しかし、なぜその意見にしたのかという

根拠について、「学習してきたこと」なのか「経験したこと」なのか、不明確な部

分が見られた。意見の伝え方について、子どもと共通理解を図る必要がある。授業

を通して「節電」ってつまり何をすることという行為に対する興味が高まり、自分

ができることを考えるきっかけづくりの１時間となった。 

ぼくは、節電

する必要はある

と思うよ。なぜ

なら、電気をつ

くる基になる資

源の無駄遣いに

なるからです。 

へえ～

ぼくとは

ちがうか

んがえだ

な！？ 

 電気の使用量は減ってきているけ

れど、節電ってする必要あるの？ 

本時、子どもに立ち止まって、根拠を基に考え

直させたいことは、節電に対する考え方である。

そのために以下の手立てをとった。 

① 本時学習問題を｢節電する必要はあるか｣と

設定する。 

② 節電をする必要性について、これまで学習し

てきたことを基に、スケールチャートを利用し

て自分の考えをまとめさせる 

③ 考えがまとまった子どもから、友達と意見交

流を行い、様々な意見に触れる機会をもつ。 

④ 考えの根拠となる意見について、ノートにメ

モを取らせ、考えを見つめ直す際に、生かすこ

とができるようにした。 

電気は、火力

発電所を使って

いたから、環境

によくなかった

な。 

自分の考え 

私はここらあ

たりだけど、友達

はどうかな？ 

立場の明確化 

スケールチャート 

友だちと意見交流 

⑤ 全体で、意見の交流を行い、出た意見は、類

型化しながら板書し，様々な視点で節電に対

して見つめることができるようにした。 

⑥ 話合いをとおして、立場の変わった人は、場

所を変えてよいこととし、その理由を基に考

えを深める材料とした。 

⑥ ｢なぜ節電するのか｣問い直し，学習内容を

関連付けて自分の考えを表すことができるよ

うにした。 

わたしは、節電

をする必要はこれ

以上ないと思う

な。なぜなら、も

う既にやっている

し、ちょっと面倒

だからです。 

節電することはやって

いるかもしれないけれど、

ぼくは、したほうがいいと

思います。なぜなら、電気

を使うことが、地球温暖化

につながるからです。 全体で意見交流 

問い直し 

立場の変更 

やっぱり、

節電をする必

要はもっとあ

るな！！ 

だって・・・ 

ぼくと同じように考えて

いる人が多いな！！でも、

どういった理由なのかな？ 

節電する必要

性について考え

てきたけれど、そ

もそも「なんで節

電 を す る の か

な？」 

節電をする必要は、やっ

ぱりあると思います。地球

温暖化もそうだけど、火力

発電で使っている資源を

もっと大切にする必要も

あるからです。 

全体で意見交流２ 

節電をする必要は

あると思います。●

みんなが言っている

意見がわかります。

でも、ちょっと面倒

な気もします。 

いろいろな意見が出た

な！？節電をするのはやっ

ぱり、地球環境を少しでも

良くするためかな？ 

ぼくは、やっ

ぱり資源のため

だと思うな。 

なぜならば発

電には・・・。 



授業実践計画 

○ 指導計画（11 時間） 

 

 

 

 

 

 

○ 本時の目標 

 

 

○ 指導過程 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり 

１ 社会的事象に出合う。 

○ 節電の呼びかけ 

○ 本時の学習問題 

 

 

 

２ 本時学習について見通しをもつ。 

○ スケールチャートを用いた話合い 

 

 

３ 節電の必要性について話し合う。 

○ 節電の必要性について 

  ・ スケールチャート 

 

          ● 
 

 

  ・ スケールチャートの場所の移動 

 

 

 

 

４ 節電をする意味について考える。 

 ○ 節電と私たちのくらし 

○ 単元を貫く｢問い｣に対する考え 

  

 

５ 本時学習のまとめをする。 

○ 本時のまとめ 

  

 

 

 

 

○ 節電を呼びかける掲示物やポスターを提示する

ことで，身の回りに節電の呼びかけを行うものが多

いことに気付くことができるようにする。 

○ 減少傾向にある電力消費量と便利な日常生活を

考えさせることで，これ以上節電をする必要性があ

るのかという問題意識をもたせるようにする。 

○ 思考ツール｢スケールチャート｣を利用すること

で，節電の必要性についての自分の立場やそう考え

る理由を明確にして話合いに臨めるようにする。 

 

○ 板書上のスケールチャートに名札を置かせるこ

とで，一人一人の立場を明確にさせて話し合いがで

きるようにする。 

○ 判断した理由を，環境や資源保全，電気の特性等

の項目に分けて板書していくことで，節電に対する

考えをもつうえで必要な観点に気付かせるように

する。 

○ スケールチャートの位置を変えたい子どもの意

見を尊重し，変えた理由を述べさせることで，電気

とのつきあい方で大切なことについて一人一人が

考えをもてるようにする。 

 

○ 節電に対する様々な考え方を紹介し，節電が与え

る私たちの生活への影響を基に，節電についてどう

思うか意見交流をさせることで，電気とのかかわり

方について自分なりの考えをもてるようにする。 

 

○ これからの電気とのかかわり方について自分の

考えが，社会にどのような影響を与えるか文字化さ

せることで，持続可能社会に生きるうえで，自分な

りの考えをもつことができるようにする。 

○ めざす子どもの姿 

  

 

 

節電をする必要はあるだろうか 

 

あ
る 

 

な
い 理由 

 節電は，地球の環境を守るためにするのだと

思います。だって，発電をとおして地球の環境が

悪くなっているからです。だから，ぼくは節電で

できることをやっていきたいです。 

節電ってどうしてするの 

⑴ 「節電ってなぜするの」という学習問題を設定し，学習計画を立てる。           ２時間 

⑵ 電気が安定供給される仕組みについて調べる。                      ７時間 

・ 発電の仕方と発電するための資源・・・・・・・・・２ 

・ 電気が届けられるまで・・・・・・・・・・・・・・２ 

・ 宮崎県の電力事情・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

・ 電気とのつきあい方・・・・・・・・・・・・・・・２（本時 ２／２） 

⑶ 電気とのつきあい方についてまとめる。                         ２時間 

節電をすることは大切だと思うな。それは，発電するときにけむりが発生して，地球の環

境を悪くしてしまうからです。でも，家でも結構節電していると思うな。節電のやり方につ

いてもっと親と話していかないといけないと思うな。       【思考・判断・表現】 

 節電をする必要性について，これまで学習して考えてきたことを基に，自分なりに納得する答えを考えるこ

とができる。 



○ 教材分析   

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
社
会
的
事
象
の
特
色

や
相
互
の
関
連
】 

【
調
べ
る
こ
と
】
及
び
【
社
会
的
事
実
】 

【単元を貫く問い】 
節電って何のためにするのだろうか ～節電をする必要はあるだろうか～ 

○ わたしたちの生活に欠かせない電気は，電気に携わる人々のおかげで困らずに使うこと

ができる。また，電気を発電するために必要な資源は，外国からの輸入に頼っており，そ

の資源は限りあるもので大切にしなければならない。そのため，節電への呼びかけがさか

んに行われたり，再生可能なエネルギーを活用した発電が行われたりしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 電気を確保するための対策や事業は，地域の人々の

良好な生活環境の維持と向上に役立っている。 

【
ま
と
め
る
と
見
え
て
く
る
こ
と
】 

（子どもと考えたいこと） 

○ 消費者として，電気をど

のように使っていけばよい

だろうか。 

（家庭において） 

○ 電化製品使用の実態 

・ 電化製品の使用に

より，便利な生活を送

ることができる。 

 

（電力会社の努力） 

○ 電線網について 

・ ほとんどの所で電気が

使えるように電線網が張

り巡らされている。 

○ 発電について 

・ 資源を活用して発電す

る「火力発電」に頼って

いる。現在では，太陽光

等の再生可能なエネルギ

ーを活用した発電にも力

を入れている。 

○ 災害時について 

・ 災害がおきた際には，

電力がすぐに復旧する。 

（宮崎県の電力事情） 

○ 電線網について 

・ 県内の発電所ではまか

なうことのできない電気

を県外から運ぶための電

線網もひかれている。 

○ 発電について 

・ 大規模な水力発電所が

県内各所にあり，九州管

内でも有数な電力供給地

となっている。 

・ 太陽光やバイオマス，

小水力発電等，再生可能

なエネルギーや家庭から

出る廃棄物を活用した発

電が行われている。 

○ 電化製品の使用に

より，便利な生活を

送ることができ，電

気は生活に欠かせな

いものになってい

る。 

○ 電力会社の方のおかげ

で，電気を困ることなく使

うことができる。 

○ 電気を発電するために必

要な資源は，外国からの輸

入に頼っている。 

○ 宮崎県は，多くのダムを

もち水力発電を行ってい

る。また，太陽光発電やバ

イオマス発電等，再生可能

なエネルギーを生かした

発電もさかんに行われて

いる。 

追加の社会的事実 

○ 一人あたりの電力使用量の推移 

○ 節電を巡る明と暗 

（他地域とのつながり） 

○ 火力発電の原料 

・ 原油，ＬＧＰ，天然

ガス等は，全て輸入に

頼っており，タンカー

にて外国から運んで

きている。 

（ウランも同様） 

追加の事実から見えてくること 

○ 節電の意識は，高まりつつある。 

○ 節電には，初期投資がかかったり，健康が脅か

されたりするなど危険性がある。 



○ 単元指導計画（11 時間） 

段階 ねらい ○主な学習活動   ・内容 □指導上の留意点 ※評

価 

 

 

生

み

出

す 

 

⑵ 

１ 電化製品の使用によ
り，便利な生活が送れて
いる事実と，節電という
言葉を基に，節電する目
的とは何かを問うこと

で，単元を貫く問いをも
つことができる。        

〈第１時／第２時〉 
  
 
 
 
 
 ○ 追究していく課題 

 
 
 
 
○ 今と昔の生活の違いについて話し合う。 
 ・どのような違いがあるか 
 ・電気のない生活について 
 
 
 
○ 節電とは何かについて話し合う。 
 ・節電という言葉を見る場面について 
 ・節電の意味について 
 
【単元を貫く問い】 
 
 
 
 
○ お金の節約以外に節電を行う目的について
話し合う。 

 ・お金の節約について 
 ・追究していく課題について 
 
 
 

□ 昔と今のくらしとの

比較や節電についてそ

の意味を考えさせるこ

とで，電気について関心

をもたせ，追究意欲がも

てるようにする。 

 

※【態度】…ノート，発言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挑 

 

 

 

む 

 

 

 

⑺ 

 電気が届けられるまでに
ついて調べることをとおし
て安定的に供給できる工夫
について考える。 

〈第３時／第４時〉 
 
 
 発電所について調べるこ
とをとおして，発電方法と地
域とのつながりについて考
える。 

〈第５時／第６時〉 
 
 
 
 宮崎県の新たな発電の仕
方を調べることをとおして，
発電と環境との関連性につ
いて考える。 

〈第７時〉 
 
 
 電気の特性について調べ
ることをとおして，持続可能
な社会にどう生きるかにつ
いて考える。 
〈第８時／第９時（本時）〉 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
○ 電気が届くまでについて調べる。 
 ・電気の旅について 
 ・電力会社の努力について 
 
 
 
○ 電気のつくられ方について調べる。 
 ・発電所の違いについて 
 ・発電する基について 
 ・様々なところとのつながりについて 
 
 
 
 
 
○ 宮崎ならではの発電について調べる。 
 ・地域の特性を活かした発電について 
 ・発電と環境問題について 
 
 
 
 
○ 電気の需要と供給のバランスについて調べ
る。 

 ・電気の特性について 
 ・需要と供給のバランスについて 
 
 
 
○ 電気とどのように向き合うことがよいのか
話し合う。 

 ・節電の必要性について 
 ・単元を貫く問いについて 
 
 

□ 電気が届けられるこ
とや発電の方法につい
て，資料を基に読み取
ることができる。 

（出前講座が開かれる場合） 
  聞き取ったことをメ
モすることができる。 

※【知識・技能】…ノー
ト 

 
□ 発電を，様々な方法
で行うことで，安定的
に供給できていること
を理解することができ
る。 

※【知識・技能】…ノー
ト 

発言 
□ 地図帳を使って，輸
入国の場所を読み取
り，他地域とのつなが
りを理解することがで
きる。 

※【知識・技能】…ノー
ト 

発言 
 

□ 電気の需要と供給の
バランスについて読み
取ったことを基に，電
気の特性や電力会社の
人々の工夫について理
解することができる。 

※【知識・技能】…ノー
ト 

発言 
 

□ 節電する必要性や節
電を巡る社会的な話題
について，話し合わせ
ることで，電気とどの
ように向き合えばよい
か考える事ができる。 

※【思考･判断･表現】 
…ノート，発言 

節電って何のためにするのだろうか 
～節電をする必要はあるだろうか～ 

【学習問題１】 
電気は，どのようにして

わたしたちのところに届け
られるのだろう。 
 ・電気が届けられるまで 
 ・電力会社の努力 
【学習問題２】 
電気はどのようにしてつ

くられているのだろう。 
・発電所について 
・発電するための資源 
※ 挑む段階については，子どもの問題意識をベースに授業を組むようにする。 

今と昔の生活を比べるとどのように変わって
きたかな？ 

節電って何のためにしているのかな？ 

電気はどのように私たちのところに届くかな 

電気はどのように。つくられているのかな 

宮崎県では，どのような発電を行っているの
かな 

つくりすぎた電気はどうなるのかな 

節電ってする必要あるかな 



 

生

か

す 

⑵ 

５ 電気との付き合い方に

ついて新聞等にまとめる。 

〈第 10 時／第 11 時〉 

  

 

 

 

○ 有効な電力消費のあり方をまとめる。 

 ・できること／実践していきたいこと 

  

□ 電気とのかかわり方

について考えたことを

新聞にまとめることが

できる。 

※【３観点すべて】 

…新聞 

 

 

節電で私たちにできることは何だろう 


